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論 文 内 容 の 要 旨

著者はウィスク一系白鼠の P , F l および一部の F 2 に毎日体重 10g 当り 0･4- 5.OLLg の 4-am ino

pteroylglutam ic acid (4-am ino-P G A ) を長期間経口投与し, これらの白鼠および同腹交配によって得た

子孫白鼠 (F 2- F 5) の末梢血好中球の A lkaline glycerophosphatase, 5-N ucleotidase および A denosine

triphOSphatase活性を細胞化学的に測定するとともに血液学的ならびに臓器の組織学的検索を行なった｡

第 1篇では正常白鼠につき生後 3 カ月より12カ月まで発育を追って検来した好中球の上記酵素活性には生

後月数による有意差がないこと, および正常白鼠に生後 3 カ月より 4-am ino-PG A を体重 10g 当り 0.4

- 0.6LLg を90日間連続経口投与中は好中球の上記酵素活性が有意の増加を示すことを述べた｡ 第 2 篇では

4-am ino-P G A 投与白鼠の同腹子孫 (F l～F 5) の末梢血好中球の上記酵素活性を検索した成績を述べた｡

4-am ino-PG A 投与 P 白鼠から同腹交配によって得た F l には生後 3 カ月より 0.6- 5.OLLg の 4-ami no-

PG A を 140 日間経口投与し, さらにその間に同腹交配により得た F 2 には一部を除き体重 10g 当り 3.0

- 5.OLLg の 4-am ino-PG A を 130 日間経口投与し, 投与終了後に同腹交配を行なって F 3 を得, 以後これ

を投与することなく同腹交配によりF 4 および F 5を得た｡ F 5 の一部の白鼠には生後 3 カ月より体重 10g

当り 3.0- 4.OLLg の 4-am ino-PG A を 70 日間経口投与した｡ 一万, 4-am ino-PG A を投与しなかった

F 2 からは同腹交配により F 3 を得たが, F 4 以後の子孫は得られなかった｡ これらの各世 代 白鼠 (F l～

F 5) では好中球の前記酵素活性の低下がしばしばみられた｡ すなわち, 検索した F l の 7 例中 A lkaline

glycerophosphatase と 5-N ucleotidase はそれぞれ 3 例に, A denosine triphosphatase は2 例に活性低

下がみられた｡ 4-am ino-PG A を投与した F 2 の 4例中 A lkaliTle glycerophosphatase と 5-N uceotidase

は各 3 例に, A denosine triphosphatase は 1例に活性低下がみられ, F 3 では検索した6 例FP A lkaline

glycerophosphatase は 5 例 , 5-N ucleotidase は2 例, A denosine triphosphatase は 3 例に, また

F 4 では検索した 5 例中 A lkaline glycerophosphatase は 1例, 5-N ucleotidase は5 例, A denosine

triphosphatase は 4 例に活性低下がみられた｡ 4-am ino-P G A を投与しなかった F 5 の 4 例中 A lkaline
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glycerophosphatase は2 例に, 5-N ucleotidase と A denosine triphosphatase は各 4 例に活性低下が認

められた｡ 4-am ino-PG A を投与した F 5 では投与中止後に明らかな活性低下を示した｡ 4-am ino-PG A

を投与しなかった F 2 およびそれより得た F 3 でも各酵素活性の低下がしばしばみられた｡ F 4 2 例, 4-

am ino-PG A 投与および非投与 F 5 の各 2 例について腸チフス ･パラチフス混合ワクチン注射後の好中球

の前記酵素活性の変動を観察した結果, 正常白鼠に比し注射後各酵素活性上昇のLLIが低 く, 反応にも異常

が認められた｡ 第 3 篇では p - F 5 について行なった血液学的ならびに臓器の組織学的検索の成績を述べ

たo 各世代白鼠にしばしば貧血, 骨髄赤芽球の百分率の減少傾向および好中球の成熟抑制がみられ, 肝で

は中心静脈周囲の肝細胞壊死と萎縮, 牌では赤色髄のウッ血, リンパ浦胞の萎縮が認められた｡ 41am ino-

PG A を投与した F 2 および F 5 の各 1例に牌における骨髄性細胞の増生がみられた｡ 線維塵或いは線維

腺腫の像を呈した巨大な皮下鹿虜が F 3 を除 く各世代に少数ながら発生した0 第 2 篇で述べたワクチン注

射後の F1, F 5 における好中球数の増加率はいずれも正常白鼠に比し低値を示した｡ 以上の成績を総括す

ると, 4-ami no-P G A 投与 P 白鼠では好中球の A lkaline glycerophosphatase, 5-N ucleotidase および

A denosine tirphosphatase 活性の増加の傾向がみられたがそれより得た同腹子孫白鼠 (F l～F 5) では骨

髄機能低下に由来すると思われる上記酵素活性の先天的低下がしばしばみられ, さらに血液学的および臓

器組織学的異常所見もしばしば認められた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は先天的骨髄機能低下を血球酵素の面から機能的にとらえる目的で実験的研究を行なった｡ ウイス

ター系白鼠の P , F l および一部の F 2 に微量の 4-am ino-pteroylglutam ic acid (4-am ino-P G A ) を長

期間経口投与し, 以後これを投与することなく同腹交配により子孫白鼠 (F 3, F 4, F 5) を得て, これらの

各世代白鼠につき末梢血好中球の A lkaline glycerophosphatase, 5-N ucleotidase および A denosine

triphos主)hatase 活性を細胞化学的に測定し同時に血液学的ならびに臓器の組織学的検索を行ない, また

F 4 2 例 4-am ino-P G A 投与および非投与 F 5 の各 2 例に腸チフス, パラチフス混合ワクチンを注射し,

各酵素活性の変動および好中球数の増加率を検索した結果,次の成績を得た｡

1) P 白鼠に 4-am ino-PG A を経口投与中は上記酵素活性が有意の増加を示した｡ 2) F l～F 5 では骨髄

機能低下に由来すると思われる各酵素活性の先天的低下がしばしばみられた｡ 3) F 4, F 5 のワクチン注射

白鼠では正常白鼠に比し各酵素活性上昇の山が低 く, 好中球数の増加率も低値を示した｡ 4) 各世代にし

ばしば貧血, 骨髄での赤芽球百分率の減少傾向および好中球の成熟抑 制がみられ, F 2 および F 5 の各 1例

に牌における骨髄性細胞の増生を認めた｡

本論文は学問上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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